
特 集 介護予防「地域ぐるみで元気になる！」身近な場所で健康づくり

第45回つべつ夏まつり

今月の表紙 第58回津高祭～さんさん館で行われた“よさこい演舞”は３年生チームが優勝～

まちの話題 第65回社会を明るくする運動 ふれあい町民の集い開催

万全の体制で火災に備える 津別消防演習を実施

温故知新

森林鉄道の運転手として奮闘

緑町 金田義見 さん



町
内
各
地
で
、
サ
ロ
ン
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す

～
現
在
５
か
所
が
開
催
中
、
秋
に
は
６
か
所
に
～

●
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
は
？

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
防
止
と
近
隣
の
人
々
と
の
ふ

れ
あ
い
を
目
的
と
し
た
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
、
地
域
住

民
の
自
主
的
活
動
で
す
。

●
期
待
さ
れ
る
大
き
な
効
果

自
治
会
単
位
の
身
近
な
会
場
で
開
催
す
る
サ
ロ
ン
は
、

健
康
づ
く
り
や
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
基
盤
に
な
る

活
動
と
し
て
、
平
成

年
度
の
改
正
介
護
保
険
法
で
も
、
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高
齢
者
の
介
護
予
防
対
策
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
津
別
町
内
で
も
、
各
地
域
で
新
た
な
サ
ロ
ン

が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
」
体
づ
く
り

～
仲
間
と
一
緒
に
「
健
康
・
運
動
サ
ロ
ン
」
～

現
在
町
が
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
開
催
し
て
い
る
運

動
教
室
は
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
中
央

公
民
館
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
力
で
会
場
ま
で

来
る
事
が
で
き
な
い
参
加
者
が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
徒
歩
圏
内
の
身
近
な
場
所
に
、
定
期
的
に
体

を
動
か
せ
る
場
、
運
動
要
素
の
高
い
「
健
康
・
運
動
サ
ロ

ン
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
共
和
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
、

徒
歩
で
通
う
こ
と
が
可
能
な
自
治
会
（
共
和
第
２
・
３
・

４
、
豊
永
３
）
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
び
、
住
民
の
方
々
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
開
所
式
に
は
、

名
を
超
え
る
参

40

加
が
あ
り
、
体
力
測
定
は
自
身
の
「
か
ら
だ
年
齢
」
を
知

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
健
康
・
運
動
サ
ロ
ン
」
は
、
今
ま
で
運
動
の
習
慣
が

無
か
っ
た
方
も
、
顔
見
知
り
の
方
と
交
流
し
な
が
ら
、
楽

し
く
体
を
動
か
す
こ
と
で
、「
生
活
不
活
発
病
」
を
予
防

し
、
将
来
的
に
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
の
が
ね

ら
い
で
す
。

続
い
て
、
こ
の
サ
ロ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
、

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
の
山
本
憲
志
准
教
授
の
講
話
が

あ
り
、「
運
動
は
（
自
分
を
）
裏
切
ら
な
い
。
必
ず
効
果

が
出
ま
す
」
と
い
う
言
葉
に
、
皆
さ
ん
大
き
く
頷
い
て
い

ま
し
た
。

現
在
も
毎
月
２
回
の
サ
ロ
ン
に
、
一
回

～

名
が

30

40

参
加
。
運
動
指
導
の
講
師
と
一
緒
に
、
楽
し
く
体
を
動

か
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
ぐ
る
み
で
元
気
に
な
る
！
」
身
近
な
場
所
で
健
康
づ
く
り

葛
「
か
ら
だ
年
齢
」

測
定
中

新
「
は
つ
ら
つ
健
康
サ
ロ
ン
」

６
月
開
所

月
２
回
開
催

日本赤十字看護大学 山本憲志准教授

අ
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ထ
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「
年
を
と
っ
て
も
健
康
な
体
」

「
地
域
の
温
か
い
つ
な
が
り
」

自
治
会
単
位
の
、
顔
見
知
り
が
集
え
る
場

～
自
由
で
個
性
が
光
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
～

前
身
は
保
健
師
が
開
催
し
た
認
知
症
予
防
教
室
で
、

初
回
の
開
催
は
平
成
９
年
２
月
と
い
う
、
サ
ロ
ン
の
中

で
は
一
番
長
い
集
ま
り
で
す
。
自
主
運
営
で
活
動
後
、

平
成

年
の
秋
か
ら
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

25

本
岐
連
合
自
治
会
が
運
営
の
中
心
と
な
り
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
７
月

日
の
開
所
式
に
は

名
が
参
加
し
て
軽

14
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運
動
を
楽
し
み
、
今
後
の
年
間
予
定
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
本
岐
市
街
地
の
「
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
」
を

会
場
に
、
毎
月
６
日
の
午
前
中
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
軽

運
動
や
保
健
師
の
講
話
、
調
理
レ
ク
や
町
内
施
設
の
バ

ス
見
学
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
豊
永
第
４
地
区
で
地
区
座
談
会
を
行
な
っ

た
と
こ
ろ
、
共
和
地
区
と
同
様
に
、
交
流
や
健
康
づ
く
り

の
場
と
な
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
、
高
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
９
月

日
の
開
所
に
向
け
て
、
関
係
者
間
で
話

１１

し
合
い
を
重
ね
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成

年
に
、
町
の
保
健
師
が
「
認
知
症
予
防
教
室
」

13

と
し
て
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
自
主
運
営
期
間

を
経
て
、
平
成

年
か
ら
サ
ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

25

「
男
の
手
料
理
」
や
外
部
講
師
を
招
き
、
特
色
あ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

地
区
の
実
態
調
査
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
平
成

年
３

25

月
に
開
所
。
社
協
職
員
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
が

開
催
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

相
生
地
区
の
住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
も
サ
ロ
ン
の
運
営
に

加
わ
っ
て
、
健
康
づ
く
り
や

地
域
の
交
流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

相
生
と
同
じ
く
、
地
区
の
実
態
調
査
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
柏
町
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
平
成

年
６
月

25

に
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

町
内
の
楽
器
演
奏
グ
ル
ー
プ
と
交
流
し
た
り
、
歌
や

踊
り
、
バ
ス
で
町
内
見
学
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
「
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
み
た
い
」、「
サ
ロ
ン
を
地

域
で
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
ら
・
・
・

サ
ロ
ン
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
健
康
づ
く
り
や
社
会

参
加
の
場
で
す
が
、
同
じ
地
域
に
住
む
人
た
ち
と
、
世
代

を
超
え
た
つ
な
が
り
が
で
き
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
顔
見
知
り
に
な
り
、

関
心
を
寄
せ
て
互
い
を
支
え
あ
う
温
か
い
地
域
づ
く
り

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

※
サ
ロ
ン
を
自
治
会
で
立
ち
上
げ
て
み
た
い
な
ど
ご
希

望
が
あ
れ
ば
、

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

―
２
１
５
８
）
や

76

・
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯

―
１
１
６
１
）
へ
、
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ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

サ
ロ
ン
を
始
め
る
ま
で
の
準
備
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
運

営
に
必
要
な
費
用
な
ど
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
生
「
あ
い
あ
い
さ
ろ
ん
」

毎
月
１
回

開
催

新
「
本
岐
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

７
月
開
所

毎
月
６
日

開
催

新
「
豊
永
第
４
サ
ロ
ン
（
仮
称
）」

９
月
開
所

毎
月

日

開
催

10

柏
町
「
柏
町
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

毎
月

日

開
催

17

高
台
町
「
ほ
の
ぼ
の
教
室
」

毎
月
７
日

開
催

を
つ
く
る
、
サ
ロ
ン
活
動



７
月

日
・

日
の
両
日
、
第

11

12

回
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
が
、
河
岸

45公
園
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
コ
ー
ダ
ー
、
吹
奏
楽
の
演
奏

で
幕
開
け
し
た

日
の
前
夜
祭
は
、

11

恒
例
の
つ
べ
つ
千
人
お
ど
り
、
も

ち
ま
き
大
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

呼
び
物
の
花
火
大
会
で
は
夜
空
を

彩
る
大
輪
の
花
に
、
見
物
客
か
ら

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

日
の
本
祭
で
は
、
第

回
つ

12

11

べ
つ
川
の
ぼ
り
大
会
、
特
産
ビ
ー

フ
ま
つ
り
、
食
べ
物
や
名
産
品
の

出
店
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

快
晴
の
夏
の
一
日
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
は
友

好
都
市
・
船
橋
市
の
尽
力
に
よ
り
、

大
人
気
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

ふ
な
っ
し
ー
が
登
場
。
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
な
ど
で
、
会
場
を
埋

め
た
町
内
外
か
ら
の
観
客
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

【
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
機

関
の
窓
口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
】

平
成

年
８
月
か
ら
道
内
の
医
療
機
関
で
受

２７

診
し
た
際
、
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
窓

口
負
担
が
０
円
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
容
器

代
等
の
保
険
適
用
外
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
医
療
機
関
等

で
受
診
し
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
領
収
書

を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

【
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
が

助
成
対
象
に
な
り
ま
す
】

ひ
と
り
親
家
庭
で
、

歳
未
満
の
児
童
・
生

18

徒
及
び
そ
の
児
童
等
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
児
童

等
が

歳
未
満
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
（
申
請

20

に
は
在
学
証
明
書
が
必
要
）。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
親
の
外
来
は
医
療
機
関
で
発
行
さ

れ
る
領
収
書
を
役
場
に
持
参
の
上
、
医
療
費
の

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
２
級

と
３
級
（
内
臓
疾
患
の
み
）、
療
育
手
帳
「
A
」

判
定
の
方
な
ど
で
す
。

受
給
者
証
は
、
各
医
療
機
関
で
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※

住
民
税
課
税
で

歳
以
上
の
一
定
の
障
が

65

い
が
あ
る
方
（
障
が
い
後
期
医
療
制
度
加
入
者
）

は
、
自
己
負
担
が
１
割
と
な
り
ま
す
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
も
同
じ
１
割
と
な
り
ま
す
の

で
、
受
給
者
証
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

福
祉
医
療
担
当
厩
番
窓
口

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
２
９
）

76

各
種
医
療
費
助
成
事
業
の

受
給
者
証
は
届
い
て
い
ま
す
か

町
で
は
、
北
海
道
と
共
同
で
医
療
費
の
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
受
給
者
証
は
毎

年
７
月
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

現
在
助
成
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、
も
し
届
い
て
い

な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
役
場
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
の
決
議

世
界
の
恒
久
平
和
と
豊
か
で
安
全
な
地
域
環
境
を
守
る
こ
と
は
、

全
世
界
の
共
通
の
願
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
切
な
る
人
類
の
願
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
今
な
お
こ
の
地
球

上
に
は
大
量
の
核
兵
器
が
蓄
積
さ
れ
、
核
実
験
・
核
競
争
が
行
わ
れ
、

こ
の
脅
威
か
ら
解
放
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
核
兵
器
の
使
用
は
地

球
を
破
壊
し
、
す
べ
て
の
人
類
、
す
べ
て
の
文
明
を
破
滅
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

世
界
唯
一
の
被
爆
体
験
国
で
あ
る
日
本
国
民
は
、
こ
の
過
ち
を

再
び
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
世
界
に
訴
え
続

け
、
核
競
争
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

愛
林
の
町
を
宣
言
し
て
い
る
私
た
ち
津
別
町
民
は
、
緑
豊
か
な

自
然
と
郷
土
を
守
り
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
非
核
三
原
則
の

作
ら
ず
・
持
た
ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
の
理
念
を
尊
守
し
、
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
い
、
こ
こ
に
「
非
核
・
平
和
の
町
宣
言
」
を
す
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。

平
成

年
９
月

日

北
海
道
網
走
郡
津
別
町
議
会

10
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今
年
で

回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
今
な

70

お
広
島
・
長
崎
の
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
む
多
く
の
人
た
ち
が
い

ま
す
。

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
は
人
類
の
願
い
で
あ
り
ま
す

が
、
テ
ロ
と
報
復
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
別
町
は
、
平
成

年
９
月
に
左
記
の
「
非
核
・
平
和
の
町
宣

10

言
」
を
行
い
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

年
に
は
幸
町
の
忠
魂

14碑
跡
地
に
「
平
和
の
碑
」

を
建
立
し
、
恒
久
平
和
の

実
現
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成

年
に
、

21

連
帯
し
て
世
界
恒
久
平

和
の
実
現
を
願
う
「
平
和

市
長
会
議
」
に
加
盟
し
ま

し
た
。

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業



平
成

年
度
の
「
ふ
れ
あ
い
町
民
の
つ
ど
い
」

27

（
主
催

社
明
運
動
津
別
町
推
進
委
員
会
）
が
、
７

月
９
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
推
進
委
員
長
を
務
め
る
佐
藤
多
一
町
長

の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
美
幌
地
区
保
護

司
会
津
別
分
区
長
の
福
井
全
雅
さ
ん
が
内
閣
総
理

大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
。「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
で
は
、
入
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
（
最
優
秀
賞
作
品
を

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

11

後
半
は
、
津
別
町
連
合
P
T
A
と
共
催
の
講
演

会
が
行
わ
れ
、

ゆ
め
か
な
代
表
取
締
役
・
石
川

（株）

尚
子
さ
ん
が
、「
子
ど
も
を
伸
ば
す
共
有
コ
ー
チ

ン
グ
～
親
や
地
域
は
ど
う
か
か
わ
る
べ
き
か
～
」

を
テ
ー
マ
に
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
２
日
、
２
０
１
５
年
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
津
別

町
応
援
大
使
の
中
田
翔
選
手
と
津
別
中
学
校
野
球

部
の
生
徒
が
、
ス
カ
イ
プ
（
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

テ
レ
ビ
電
話
）
に
よ
る
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、
画
面
に
映
る
中
田

選
手
に
「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
ミ
ー
ト
す
る
コ
ツ

は
？
」
な
ど
の
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
８
日
に
は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
マ
ス

コ
ッ
ト
Ｂ
・
Ｂ
が
、
町
の

紹
介
映
像
『
２
１
２
物

語
』
の
撮
影
に
来
町
。

町
民
と
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

65
ふ
れ
あ
い
町
民
の
集
い
開
催

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
中
田
選
手
と
ス
カ
イ
プ
交
流

マ
ス
コ
ッ
ト
の
Ｂ
・
Ｂ
も
や
っ
て
き
た

学
校
給
食
用
に
津
別
町
肉
牛
振
興

会
（
迫
田
浩
司
会
長
）
か
ら
津
別
町

産
黒
毛
和
牛
肉
の
寄
贈
が
、
津
別
町

酪
農
振
興
会
（
大
矢
根
督
会
長
）
か

ら
津
別
町
産
牛
乳
「
明
治
北
海
道
の

放
牧
牛
乳
」
の
提
供
が
あ
り
、
７
月

８
日
、
林
教
育
長
に
目
録
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
食
材
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
安
心
安
全
な
も
の
を
提
供
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
牛
肉
の
寄
贈
は
40

茜
、
週
一
回
提
供
さ
れ
る
牛
乳
は
、

通
常
よ
り
割
高
に
な
る
分
と
の
差
額

を
酪
農
振
興
会
が
負
担
し
ま
す
。

津
別
産
の
食
材
を
給
食
に

和
牛
肉
寄
贈
と
牛
乳
の
提
供

７
月
７
日
、
津
別
町
内
に
自
生
す
る

大
麻
の
抜
き
取
り
作
業
『
野
生
大
麻
ゼ

ロ
作
戦
！
』
が
実
施
さ
れ
、
津
別
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
北
見
保
健
所
、
役
場

な
ど
か
ら
の
参
加
者
が
、
千
本
あ
ま
り

の
大
麻
を
抜
き
取
り
、
埋
め
立
て
処
分

し
ま
し
た
。

北
見
保
健
所
管
内
に
は
、
多
く
の
野

生
大
麻
が
自
生
し
て
お
り
、
大
麻
を
悪

用
し
た
犯
罪
が
社
会
問
題
化
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
毎
年
大
き
く
生
育

す
る
前
の
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

大
麻
の
抜
き
取
り
を
実
施

野
生
大
麻
ゼ
ロ
作
戦
！

▲左から津別町肉牛振興会・北野副会長、林教育長、

津別町酪農振興会・大矢根会長

▲Ｂ・Ｂと記念撮影

葛中田選手に質問す

る野球部の生徒

平
成

年
津
別
消
防
演
習
が
、
７
月
５
日
に
津

27

別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

津
別
消
防
署
か
ら

名
、
消
防
団
か
ら
１
０
１

17

名
（
う
ち
美
幌
消
防
団
６
名
）、
車
両
８
台
が
出
動

し
て
行
わ
れ
た
演
習
で
は
、
小
隊
訓
練
や
消
防
ポ

ン
プ
車
操
法
な
ど
に
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
取

り
組
み
、
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

演
習
の
合
間
に
は
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
認
定
こ
ど
も
園
こ
ど
も
の
杜
の
園
児
に
よ

る
ミ
ニ
消
防
車
放
水
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
。

消
防
庁
舎
前
の
道
道
で
は
、
工
場
火
災
発
生
を

想
定
し
た
模
擬
火
災
訓
練
の
一
斉
放
水
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

７
月

日
、
平
成

年
度
網
走
地
区
老
人
ク
ラ

15

27

ブ
連
合
会
・
網
走
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

網
走
、
大
空
、
美
幌
、
清
里
、
小
清
水
、
斜
里
、

津
別
の
各
市
町
か
ら
３
４
２
名
が
参
加
し
た
研
修

会
で
は
、
星
屋
好
春
津
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
の
主
催
者
挨
拶
や
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
講
談

師
・
神
田
織
音
氏
が
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い

て
分
か
り
や

す
く
解
説
し

た
講
談
を
披

露
し
ま
し
た
。

昼
食
を
は

さ
ん
で
午
後

か
ら
は
、
演

芸
交
流
会
も

行
わ
れ
、
カ

ラ
オ
ケ
や
踊

り
を
通
じ
て

近
隣
の
会
員

ら
が
旧
交
を

温
め
て
い
ま

し
た
。

万
全
の
体
制
で
火
災
に
備
え
る

津
別
消
防
演
習
を
実
施

近
隣
１
市
６
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

網
走
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
津
別
で
開
催

滑
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ

た
模
擬
火
災
訓
練
の
様
子

葛
演
習
前
の
整
列
・

敬
礼



４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤
め
て

い
る
、
新
人
職
員
の
河
野
優
里
奈
さ
ん
。

保
健
福
祉
課
介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
に

所
属
し
、
障
が
い
者
福
祉
業
務
な
ど
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

北
見
市
生
ま
れ
の
河
野
さ
ん
は
、
北

見
藤
女
子
高
等
学
校
か
ら
名
寄
市
立

大
学
社
会
福
祉
学
科
に
進
学
し
、
社
会

福
祉
士
を
目
指
し
ま
す
。
も
と
も
と

介
護
や
福
祉
の
分
野
に
関
心
が
あ
り
、

行
政
面
か
ら
人
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

仕
事
、
と
い
う
こ
と
で
役
場
職
員
を
志

望
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

津
別
は
大
学
時
代
に
社
会
福
祉
士

の
実
習
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

と
き
の
縁
が
応
募
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。「
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
上
司
や
先
輩

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
意
欲
的
に
学

び
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
方
が

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
、
役
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
町
内
の
音
楽

愛
好
会
「
き
ず
な
」
に
参
加
し
て
お
り
、

地
域
の
サ
ロ
ン
行
事
で
大
正
琴
を
演

奏
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

笑
顔
の
暮
ら
し
に
役
立
ち
た
い

河
野

優
里
奈

さ
ん

かわの ゆりなさん／平成４年６月生まれ、津別町役

場勤務

米粉製品による小麦アレルギーに気を付けましょう！
（消費者庁から注意の文書が出ています）

消費者の皆様へ
米粉パンなどの米粉製品には、グルテンなど小麦を含む原材料が使用

されていることがあり、アレルギー事故も発生しております。小麦アレ

ルギーのある方は、購入時に表示等をよく確認するようにしましょう。

《米粉製品の例とチェックポイント》

名 称 米粉食パン

原材料名 米粉、砂糖、バター（乳

成分を含む）、食塩、グル

テン（小麦を含む）、脱脂

粉乳（乳成分を含む）

添 加 物 イースト、乳酸化剤（大

豆由来）

アレルギーのある消費者の方は、表

示をみて、例えば以下のことに注意

しましょう

・原材料又は添加物に小麦粉、グル

テンが表示されていないか？

・「製造工場では、小麦を含む製品を

生産しています」の注意表示はな

いか？

・小麦以外のアレルギーの要因とな

る原材料は含まれていないか？

・表示のないインストアベーカリー

では、原材料について、お店の人

に質問しましょう。

※不安やわからないときはお店、製

造会社、保健所などに尋ねましょ

う。

事業者は、表示を作成する際

に、例えば以下のことを注意

しましょう

・特定原材料の記載もれはな

いか。

・表示と使用原材料が一致し

ているか。

・製造過程でアレルギー物質

の混入が発生していないか。

野菜を食べよう、1日 350ｇ！
先月の野菜は『きゅうり』でした。

今月はタイサイ、キョウナ、ミブナなど多く

の種類がある鉄やカルシウムが多いと言われる野菜は？

「
運
行
速
度
は
時
速

キ
ロ
ほ
ど
、

２５

勾
配
が
急
な
場
所
は
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

ク
で
登
っ
て
い
ま
し
た
」
と
懐
か
し

そ
う
に
話
す
金
田
義
見
さ
ん
。

代
20

の
こ
ろ
は
、
津
別
森
林
鉄
道
の
運
転

手
と
し
て
、
山
林
か
ら
切
り
出
さ
れ

る
材
木
の
運
搬
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

樺
太
で
生
ま
れ
、
小
学
5
年
生
の

と
き
に
津
別
に
転
居
し
た
金
田
さ
ん

は
、
津
別
中
学
校
を
卒
業
後
、
民
間

会
社
勤
務
を
経
て

歳
で
津
別
営
林

18

署
に
勤
め
ま
す
。
最
初
は
貯
木
場
な

ど
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
や

が
て
森
林
鉄
道
の
運
行
を
任
せ
ら
れ

ま
す
。

昭
和
初
期
か
ら
戦
後
の
高
度
経
済

成
長
期
に
か
け
て
、
津
別
の
国
有
林

か
ら
切
り
出
さ
れ
る
良
質
の
カ
ラ
マ

ツ
な
ど
の
運
搬
に
あ
た
っ
た
の
が
森

林
鉄
道
で
、
上
里
山
中
の
製
品
事
業

所
と
津
別
駅
近
く
の
貯
木
場
を
往
来

し
て
い
ま
し
た
。「
車
両
整
備
も
運

転
手
の
仕
事
の
う
ち
で
し
た
が
、
機

械
い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
の
で
苦
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

昭
和

年
に
森
林
鉄
道
が
廃
止
さ

38

れ
た
後
は
、
バ
ス
に
よ
る
作
業
員
の

輸
送
な
ど
に
従
事
。

代
か
ら
は
担

40

当
区
主
任
と
し
て
山
林
の
管
理
や
作

業
員
の
安
全
確
保
に
取
り
組
み
、
定

年
ま
で
勤
め
上
げ
ま
し
た
。
当
時
は

山
火
事
の
発
生
が
少
な
く
な
く
、
特

に
山
菜
採
り
の
人
が
山
に
入
る
時
期

に
は
、
常
に
山
火
事
防
止
の
た
め
に

注
意
を
払
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

多
忙
な
業
務
の
中
で
、
金
田
さ
ん

が
熱
中
し
た
の
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

で
し
た
。
雪
を
求
め
て
各
地
で
練
習

を
重
ね
、
大
会
で
も
好
成
績
を
収
め

ま
す
。
競
技
か
ら
退
い
た
後
は
、
津

別
ス
キ
ー
連
盟
競
技
部
長
と
し
て
、

各
種
大
会
の
運
営
に
尽
力
し
、
グ
レ

ス
テ
ン
ス
キ
ー
場
開
設
の
際
に
は
、

新
潟
ま
で
出
か
け
て
い
ち
早
く
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
得
る
な
ど
、

そ
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
定
年
退
職
後
の
金
田
さ
ん

は
新
町
自
治
会
長
を

年
、
自
治
会

18

連
合
会
副
会
長
を

年
務
め
る
な
ど
、

10

長
く
地
域
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定

消
費
税
額
が

万
円
を
超
え
る
方
は
、
税

48

務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出
す
る
と
と

も
に
、
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
前
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」
と

は
、
前
年
分
（
平
成

年
分
）
の
確
定
申

26

告
に
よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額

を
い
い
、
期
限
後
申
告
又
は
修
正
申
告
等

が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い

ま
す
（
地
方
消
費
税
は
含
み
ま
せ
ん
）。

○
中
間
申
告
の
方
法

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臼
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

渦
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状

況
が
前
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な
ど

の
と
き
）

○
申
告
と
納
付
期
限

確
定
消
費
税
の
額
（
地
方
消
費
税
分
を

除
く
額
）
が

万
円
を
超
え
４
０
０
万
円

48

以
下
の
方
は
平
成

年
８
月

日
（
月
）

27

31

ま
で
に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日

は
平
成

年
９
月

日
（
火
）
に
な
り
ま

27

29

す
。

消
費
税
等
の
中
間
申
告

かねだ よしみさん／昭和11年１月、樺太生まれ／79

歳／緑町在住

さ
ん

金
田

義
見

森
林
鉄
道
の
運
転
手

と
し
て
奮
闘

【448】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）



町
と
教
育
委
員
会
で
は
、

月
11

３
日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発
展

や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進
に
寄

与
さ
れ
た
方
や
、
他
の
模
範
と
な
る

よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た
方
、
文
化
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
顕
著
な
功

績
を
残
さ
れ
た
個
人
と
団
体
の
方

に
、
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
地
域
へ
の
奉
仕
活
動

な
ど
、
目
立
つ
こ
と
な
く
善
行
を
長

年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
人
が
い
ま

し
た
ら
、
町
へ
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰（
自
治
・
消
防
・
産
業
開

発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
切
日

９
月
２
日（
水
）

推
薦
先

・
功
労
と
善
行

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
２
４
）

76

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ

中
央
公
民
館
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
７
１
３

76

「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月

間
」
に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要
求

の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所
に
設

置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

設
置
期
間

８
月
３
日（
月
）～

８
月

日（
月
）

31

設
置
場
所

役
場

正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請
願
用

に
し
か
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
０
８
）

76

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内

容
を
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道

苦
情
審
査
委
員
制
度
」
で
す
。

皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、「
苦
情
審

査
委
員
」
が
中
立
的
な
立
場
で
、
道

の
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調
査
等

を
行
い
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善

を
求
め
ま
す
。

審
査
結
果
ま
で
は
、
お
よ
そ
２

か
月
で
す
。

皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
係
わ
る

苦
情
で
あ
れ
ば
、「
苦
情
審
査
委

員
」
に
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十

分
配
慮
し
ま
す
。

申
立
て
方
法

道
庁
『
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
』
及

び
各
総
合
振
興
局
『
道
政
相
談
室
』

に
用
意
し
て
い
る
苦
情
申
立
書
（
道

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
に
苦
情
等
を
記

載
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

緯
０
１
１
室
２
０
４
室
５
５
２
３

（
内
線

室
７
０
６
）

21

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

災害に備えて安心 我が家の防災

《防災意識の高揚》

災害は、いつ、どこで、どのように起こるかわか

りません。突然やってくる災害から身を守るため、

普段から災害に対する備えをすることが大切です。

そのため

○家族がバラバラになったときに

集まる場所や連絡の方法

○市町村が指定している避難場所

○災害時に持ち出す大切なもの

などを家族全員で確認しておきましょう。

市町村長から避難の指示などがあった場合は、ま

ず落ち着いて行動し、市町村職員や警察官の指示に

従って避難しましょう。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

൲׋͉࠮８
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夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
、

自
動
車
の
長
距
離
運
転
の
機
会
が

増
え
て
き
ま
す
。
土
地
勘
の
な
い

旅
行
先
で
、
案
内
標
識
を
探
す
の

に
夢
中
に
な
っ
た
り
、
地
図
を
見

な
が
ら
運
転
し
た
、
と
い
う
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
時
の
運
転
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
目
標
を
見
つ
け
よ
う

と
す
る
あ
ま
り
、
周
囲
へ
の
注
意

力
が
散
漫
な
、
い
わ
ゆ
る
「
わ
き

見
運
転
」
に
な
っ
て
い
た
の
が
分

か
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
距
離
で
の
単
調
な
運

転
が
続
く
と
、
次
第
に
注
意
力
は

低
下
し
、
何
も
考
え
な
い
状
態
に

陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
早
め
に

休
憩
す
る
な
ど
し
て
、
意
識
的
に

気
分
転
換
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

こ
の
時
期
は
、
自
動
車
の
交
通

量
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
も
増
え
て
き
ま
す
。
子

ど
も
や
高
齢
者
を
事
故
か
ら
守
る

た
め
、
普
段
以
上
の
注
意
を
払
い
、

自
動
車
を
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

見
え
て
い
ま
す
か

ま
わ
り
の
危
険

住民企画課

住民環境

グループ

知
っ
て
ま
す
か
？

道
の「
苦
情
審
査
委
員
制
度
」

功
労
者
・
善
行
者
及
び
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦
に
つ
い
て

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

６
月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

１６

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

原
田

悠
雅
く
ん
（
相
生
）

ゆ
う
が

小
林

花
凛
ち
ゃ
ん
（
活
汲
）

か
り
ん

坂
井

綾
馬
く
ん
（
豊
永
）

り
ょ
う
ま

髙
橋

湊
士
く
ん
（
豊
永
）

み
な
と

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
２
）

76
税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引

き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
致
し
ま
し
た
、
約

万
件

87

の
左
記
の
よ
う
な
未
返
還
の
保
管

証
券
類
を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
。

◎
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
。

◎
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）、
満
州
（
瀋

陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）

に
あ
っ
た
在
外
公
館
、
日
本
人

自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
類
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ

れ
た
も
の
。

※
返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で

な
く
ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
関
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
税
関
支
署
網
走
出
張
所

緯
０
１
５
２
室

室
５
８
１
１

43

移
動
献
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
温

か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

８
月

日
（
月
）

17

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時

分
～

時

分

30

11

50

時

分
～

時

分

13

00

14

00

丸
玉
産
業
前
（
達
美
工
場
）

時

分
～

時

分

14

20

15

30

い
し
ば
し
呉
服
店
前

時

分
～

時

分

15

50

16

30

※
当
日
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
に
は
、
津
別
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
卵
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
１
）

76

第

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

65

動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し

ま
す
（
最
優
秀
賞
の
み
掲
載
）。

◎
小
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
そ
の
笑
顔

み
ん
な
に
伝
わ

る

お
ま
じ
な
い
』

八
鍬
優
音
さ
ん
（
津
小
６
年
）

◎
中
学
生
の
部
最
優
秀
賞

『
あ
い
さ
つ
で

で
き
る
友
の

輪

笑
顔
の
輪
』

野
田
竜
希
さ
ん
（
津
中
１
年
）

◎
一
般
の
部
最
優
秀
賞

『
優
し
さ
で

ケ
ガ
し
た
心

あ
た
た
め
て
』

加
賀
真
奈
美
さ
ん
（
津
高
２
年
）

７
月
１
日
を
も
っ
て
、
次
の
方
が

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

鷹
觜

と
し
子
さ
ん

た
か
の
は
し

法
律
に
基
づ
き
人
権
相
談
を
受

け
付
け
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

《
津
別
町
の
人
権
擁
護
委
員
》

修
田
建
惠
さ
ん
、
鷹
觜
と
し
子

さ
ん
、
布
瀬
勝
明
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

住
民
環
境
Ｇ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

76

プ
ロ
バ
イ
ダ
の
変
更
が
自
動
で
行
わ
れ
た
!?

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

A

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
々
へ

「
献
血
」
に
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ネ
ッ
ト
の
接
続
料
が
安
く
な

る
と
電
話
が
あ
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

の
変
更
に
応
じ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

請
求
書
に
記
載
の
Ｉ
Ｄ
パ
ス

ワ
ー
ド
等
を
聞
か
れ
答
え
た
。

そ
の
３
日
後
に
突
然
書
類

が
届
い
た
。
自
動
的
に
新
し

い
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
契
約
さ
れ

て
い
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
契
約

も
含
め
る
と
料
金
も
安
く
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
元
の

契
約
に
戻
し
た
い
。

電
信
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

は
、
電
話
で
の
返
事
だ
け
で
契
約

が
成
立
し
ま
す
。
ま
た
、
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

乗
換
え
や
ネ
ッ
ト
接
続
回
線
の

電
話
勧
誘
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
は
全
国
で
2

3
0
0
社
を
超
え
て
い
ま
す
。

今
よ
り
も
安
く
な
る
と
勧
誘

さ
れ
て
も
、
契
約
内
容
が
理

解
で
き
な
け
れ
ば
承
諾
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
協

会
が
代
理
店
に
連
絡
し
た
結

果
、
今
回
は
無
条
件
で
解
約

に
応
じ
る
と
の
回
答
で
し
た
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

Q ◆
ま
ち
バ
ス
運
行
時
刻
を
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。

・
変
更
路
線

ま
ち
バ
ス
二
又
線
及
び
ま
ち
バ
ス
恩
根
線

・
実
施
日
時

平
成

年
８
月
１
日
（
土
）
よ
り

27

ま
ち
バ
ス
二
又
線

ま
ち
バ
ス
恩
根
線

津
別
発
７
時
８
分
→
６
時

分

津
別
発
７
時

分
→
７
時
８
分

５６

１０

二
又
発
７
時

分
→
７
時

分

栄
発

７
時

分
→
７
時

分

３５

２５

３６

２８

・

そ

の

他

詳
し
く
は
折
込
み
「
ま
ち
バ
ス
時
刻
表
（
相
生
線
・
上

里
線
・
恩
根
線
・
二
又
線
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

他
の
路
線
に
つ
き
ま
し
て
は
変
更
は
有
り
ま
せ
ん
。

・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

道
路
車
両
グ
ル
ー
プ

緯

―
２
１
５
１
（
内
線
２
５
０
）

７６

〈
ま
ち
バ
ス
運
行
時
刻
の
一
部
変
更
の
お
知
ら
せ
〉

་ࢵশ࣫

人
権
擁
護
委
員
に

鷹
觜
さ
ん
再
任

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
入
賞
作
品
紹
介



◎みんなの人権110番 緯0570－003－110
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

◎子どもの人権110番 緯 0120－007－110
ぜろぜろななのひゃくとおばん

◎女性の人権ホットライン 緯 0570－070－810
ゼロナナゼロのハートライン

月曜日から金曜日（年末年始・祝日を除く）の

午前８時30分から午後５時15分まで。

※面接による相談もお受けしております。

釧路地方法務局・釧路人権擁護委員連合会

●開催日 平成27年10月４日（日）雨天決行

・受 付 午前８時00分～午前８時30分

・開会式 午前８時45分

・スタート 午前10時30分（一斉スタート）

●種 目 ・ハーフコース（21.0975娃） 一般男女年代別

・10娃コース 一般男女年代別（中学男女含む）

・ 5娃コース 一般男女年代別・中学男女・小学４年～６年男女

・ 3娃コース 小学１年～３年男女・自由参加（年齢性別は問いません）

※ハーフコース、10娃コース、５娃コースに参加する高校生は、一般男女年代別に該当します。

※10娃コースに参加する中学生は、一般男女年代別に該当します。

●参加料 臼一般1,500円 渦中高生1,000円 嘘小学生700円 ●定 員 350名（先着順）

●締 切 申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えて下記の申し込み先まで９月１日（火）厳守で

お申し込みください。

また、申込用紙は津別町中央公民館でお受け取り（町外郵送可能）になるか、津別町のホー

ムページ（http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/）からダウンロードすることができます。

●申し込み・問い合わせ先 津別町中央公民館内 つべつ紅葉マラソン大会事務局 緯76－2713

人権困りごとなんでも相談

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏 のののののののののののののののののののの 暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴 力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力 追追追追追追追追追追追追追追追追追追追追 放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放 運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運夏 の 暴 力 追 放 運 動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
７月 21日 ~８月 20日

《 重 点 目 標 》

臼暴力団の違法な資金獲得活動の実態周知と被害防止

振り込め詐欺、サラ金・携帯電話使用料等の架空請求、

書籍の購入要求、ゆすり、たかり等の暴力的要求行為そ

の他の暴力被害の早期相談と積極的な届出を呼びかける。

渦少年に対する暴力団の影響排除と環境の浄化

暴力団関係者との交遊、車の暴走行為や薬物乱用等の

非行行為を見たときは、保護者や関係者に知らせるよう

呼びかける。

問い合わせ先

（公財）北海道暴力追放センター北見支局

緯0157－61－5982

問い合わせ先 保健福祉課 介護保険担当 閏番窓口 緯76－2151（内線230）

平成２７年７月まで 平成２７年８月から

１か月に利用した介護保険サービスの利用者負担が一定の限度額を超えたときは、申請により超えた分が支給さ

れる「高額介護サービス費」について、所得の高い現役並み所得に相当する方の限度額が引き上げられます。

介護サービスを利用した際、サービス費の１割を利用者の方に負担していただいています。

この利用者負担について、今後更に介護費用の増加が見込まれる中、保険料の上昇を可能な限り抑えつつ高齢者

世代内で負担の公平化を図っていくために、一定以上の所得がある方にはサービス費の２割を負担していただく

ことになります。

《高額介護サービス費の限度額が一部変わります》

《一定以上の所得がある６５歳以上の方は利用者負担が２割になります》

໹଼ˎ˓ ා˔̥ͣ࠮

２割負担

サービス利用時は負担割合証をサービス事業者・施設に提出ください
要介護または要支援の認定を受けた方に、利用者負担割合（１割または２割）を記載した介護保険負担割合

証を７月末頃に個別に送付しますので、ご確認ください。また、今後所得更正や世帯構成の変更により課負担

割合が変更となった場合は負担割合証を差し替えします。

同一世帯の65歳以上の方の

年金収入＋その他の合計所得金額（※）

単身280万円未満2人以上346万円未満

本人の合計所得金額（※）

が１６０万円以上

本人の合計所得金額（※）

が１６０万円未満

本人が住民税を

課税されている場合

本人が住民税を

課税されていない場合

又は生活保護を受給

されている場合

ˍ割負担

ˍ割負担

65歳

以上の方

割

割

割

割

割

喝
喝

喝

利用者負担限度額

（※）合計所得金額とは…収入から公的年金控除や給与所得控除、必要経費を控除した後で、基礎控除や人的控除等

の控除をする前の所得金額

同一世帯内に課税所得１４５万円以上の６５歳以上の方がいる場合に対象となります。

ただし、同一世帯内に６５歳以上の方が1人の場合その方の収入が３８３万円未満

同一世帯内に６５歳以上の方が２人以上いる場合その方々の収入の合計額が５２０万円未満

である場合はその旨を町に申請することで「一般世帯」３７,２００円になります。

࡛࿨໼み所得者とは

44,400円（世帯）現役並み所得相当

37,200円（世帯）一般世帯

利用者負担区分

一般世帯

住民税世帯非課税等

公的年金等収入額と合計所得金額（※）

が８０万円以下の方

老齢福祉年金を受給している方

生活保護受給の方など

負担限度額（月額）

37,200円 （世帯）

24,600円 （世帯）

15,000円 （個人）

15,000円 （個人）

割割

対象となる世帯には

申請書を送付します

↓

国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中

の障がい者（応募希望者）の入校前適性相談を実

施します。

実施期間 ７月１日から平成28年３月11日まで

問い合わせ先

ハローワーク美幌 緯73－３５５５

国立北海道障害者職業能力開発校

（砂川市焼山60番地）緯０１２５－52－２７７４

北海道障害者職業能力開発校が
入校前適性相談を実施します

北海道身体障害者福祉協会では「盲ろう者通訳・介

助員養成講座」の受講者を募集しています。

募集定員 30名程度（札幌市を含む）

開 催 日 平成27年10月3日(土)、4日（日）、10日（土）、

（全7日間） 11日（日）、17日（土）、18日（日）、31日（土）

開催場所 道民活動センタービル

（札幌市中央区北2西７）

受 講 料 無料（テキスト代等自己負担約4,000円）

申込期間 平成27年8月24日（月）までに所定の様式

の申込書で申し込むこと。

主催・問い合わせ先

一般社団法人 北海道身体障害者福祉協会

緯011－251－1551

平成 27年度 盲ろう者通訳・
介助員養成講座受講生募集
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し
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す
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国勢調査については，「国勢調査 2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査2015 ࠿ ॑

「筆界特定制度」は、土地が登記された際にその土

地の範囲を区画した線（筆界）について、現地にお

ける位置を特定する制度です。

「筆界」は、所有権の範囲を画する線という意味を

除いて、一般的にいう「境界」と同じ意味で用いら

れています。

お隣の土地との境界について、その位置の認識が

互いに違い困っている等、事案によっては「筆界特

定制度」を利用して解決できるかもしれません。

詳しくは、最寄の法務局までお問い合わせくださ

い。

なお、同制度に関するＱ＆Aは、法務局ホーム

ページ（http://houmukyoku.moj.go.jp/homu2/

static/hikkaiTop.html）にも掲載しています。

問い合わせ先

◎釧路地方法務局登記部門筆界特定室

緯０１５４－31－５０２７

◎釧路地方法務局北見支局

緯０１５７－23－６１６０

ごం知です̥ȉ ຊٮඅ೰制度

現在、町では、少子高齢化及び人口減少を見越

して、地域における「支え合い」のあり方につい

て検討しています。

町の人口構成にあうように、１３の自治会を無作

為に抽出し、その自治会にお住まいの全世帯へア

ンケート調査を実施することになりました。

対象自治会の方には、調査へのご協力をお願い

します。

調査対象自治会 本町・旭町第３・緑町第１・

活汲中央・双葉・沼沢・本岐市街・本岐第２・

木樋・二又・大昭・布川・相生第２自治会

アンケート送付時期

８月から自治会ごとにアンケートを発送します。

回収方法 役場及び社会福祉協議会の職員が回収

のために訪問させていただきます。

問い合わせ先 保健福祉課介護福祉グループ

緯76－2151（内線313）

地域における
『ご近所つきあい』に関する

調査の実施

１０年に延長されている後納制度が平

成２７年９月末で終了します！

これまでは、国民年金保険料を納め忘

れたまま２年を超えると、保険料を納め

ることができませんでしたが、平成２４

年１０月１日から平成２７年９月３０日まで

の３年間に限り、過去１０年以内の納め

忘れた保険料を納めることができます。

将来の年金額を増やすことや、これま

で年金の受給ができなかった方が年金

受給資格を得られる場合があります。

※６０歳以上で、老齢基礎年金を受取っ

ている方は申し込みできません。

▼後納制度は申し込みが必要です

後納制度を納付するためには、事前に

北見年金事務所に申し込みいただき、審

査を行う必要があります。

▼北見年金事務所の最終受付は

平成２７年９月２４日になります

問い合わせ先

北見年金事務所

緯０１５７－２５－９６３５

▼国民年金保険料の
納め忘れがある方へ

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

○
活
動
の
内
容
は
？

消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
災
害
時
の

救
助
・
救
出
等
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
は
各
種
訓
練
や
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
消
防
団
と
は
？

市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
公
の
機
関
で
、
消
防
署
と
連
携
し
て
活
動

し
ま
す
。

○
消
防
団
員
の
立
場
は
？

消
防
団
員
は
権
限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
す
。

○
入
団
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格
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・
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別
町
に
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し
て
い
る
人

・
年
齢

歳
以
上
の
心
身
と
も
に
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健
康
な
人

○
ま
ず
は
お
電
話
を
！

津
別
消
防
署

緯

室
２
１
８
９

７６

※
知
り
合
い
に
消
防
団
員
が
い
れ

ば
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先 自衛隊北見地域事務所 緯 0157－23－6826

募集コールセンター（受付時間 12時～20時）

フリーダイヤル 緯0120－063792

津
別
消
防
団
で
は
、
消
防
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

津
別
で
暮
ら
す
あ
な
た
だ
か

ら
こ
そ
、
地
域
防
災
の
担
い
手

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

消

防

団

員

募

集


